



























































































































































































家番号 屋　　　号 職　　業 世帯主名 檀那寺（宗旨） セコ名 ナカマ体・分家潤係
1 才　　兵　　衛 農　　　業 石毛春雄 蜜寿院慎言宗） 下瀬古 ヨゴベエナカマ
2 三　左　衛　門 ? 石毛三左衛門 ? ? アラクナカマ
3 佐左右衛門 ? 石毛敏夫 ? ? アラクナカマ
4 丈　右　衛　門 ? 石毛重雄 ? ? 宮下ナカマ
5 宮　下　新　宅 ? 石毛正作 ? ? 宮下ナカ『7アラクナカマ
6 権左衛門新宅 ? 石毛　　栄 ? ? アラクナカマ
7 吉　左　衛　門 ? 石毛忠朔 ? ? ヨゴベエナカマ
8 善　　兵　　衛 ? 石毛善兵衛 ? ? ヨゴベエナカマ
9 平左衛門新宅 ? 島田良作 ? ? アラクナカマ
10 権　左　衛　門 ? 石毛　　衛 ? ? アラクナカマ
11 五郎右衛門 ? 石毛　　豊 ? ? アラクナカマ
12 與　五　兵　衛 ? 石毛虎正 ? ? ヨゴベエナカマ
13 宮　　　　　下 造　園　業 石毛清敬 ? ? 宮下ナカマ
14 重　左　衛　門 農　　　業 石毛重之 ? ? ヨゴベェナカマ
15 仁　左　衛　門 ? 石毛隆二 ? ? 宮下ナカマ
16 徳　左　衛　門 ? 石毛　　舜 ? f中　文 宮ドナカマ（新右衛門ナカマ）
17 お　よ　し　や タイルエ 加瀬　　保 ? ? 加瀬ナカマ
18 新　右　衛　門 農　　　業 石毛　　要 ? ? 宮下ナカマ（新有衛門ナカマ）
19 新　左　衛　門 ? 石毛　　巌 ? ? 宮下ナカマ（薪右衛rl］ナカマ）
20 八郎左衛門 地方公務貝 石毛国五郎 ? ? 八郎ナカマ
21 與　右　衛　門 農　　　業 石毛良一 ? ? 八郎ナカマ
22 隠　　　　　居 ? 石毛慧（あきら） ? ? 入郎ナカマ
23 八　右　衛　門 会　社　員 石毛八右衛門 ? ? 入郎ナカマ
24 六　左　衛　門 農　　　業 石毛和雄 ? ? 八郎ナカマ
25 市　郎　兵　衛 ? 加瀬　　潔 ? ? 加瀬ナカマ
26 太　左　衛　門 ? 加瀬勇次郎 〃 ? 加瀬ナカマ
27 治　左　衛　門 会　社　貝 石毛幸雄 ? ? 平右衛門ナカマ
28 ? 田村栄治 ? ? 加瀬ナカマ
29 文　左　衛　門 農　　　業 石毛文雄 ? ? 八郎ナカマ
30 三　郎　兵　衛 ? 石毛マス ? ? 宮下ナカマ
31 庄　　兵　　衛 ? 加瀬弘行 ? ? （加瀬ナカマ）
32 四郎左衛門 ? 石毛喜衛 ? ? 千葉ナカマ
33 権右　衛　門 ? 千葉セツ子 ? ? 千葉ナカマ
34 平　右　衛　門 ? 石毛平右衛門
? ? （平右衛門ナカマ）
35 前平右衛門 ? 石毛常雄 ? ? 平右衛門ナカマ
36 友　右　衛　門 会　社　員 千葉　　寛 ? ? 千葉ナカマ
37 武　　兵　　衛 農　　　業 千葉舜胤 ? ? 千葉ナカマ
38 物品販売 田村辰雄 ? ? 加瀬ナカマ
39 龍　　泉　　寺 大　　　工 田村志げる ? ? 加瀬ナカマ
40 会　社　員 大林武夫 ? ?
41 市郎兵衛店 物品販売 加瀬市郎 ? ? 加瀬ナカマ
42 ガソリン　スタンド 遠藤　　勇 ? 介仲文 四郎左衛門の分家
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村落の空間論的把握に関する事例的研究
家番号　屋　　　号 職　　業 世帯主名 檀那寺（宗旨） セコ名 ナカマ体・分家）関係
43 井　戸　野　屋 会　社　員 加瀬　　肇 賓寿院（真言宗） 台　町 イシバシナカマ
44 お　き　の　や ? 石毛九平 ? ? 宮下ナカマ
45 富　　田　　屋 物品販売 富田てる ? ? キヘイナカマ
46 四郎右衛門 農　　　業 島田昭一郎 ? ? キヘイナカマ
47 電　　気　　屋 電気器具販売 石毛英知 ? ? 宮下ナカマ（忠兵衛ナかマ）
48 東　　京　　屋 公　務　員 島田幸之助 ? ? あ答豪ナカマ
49 洋　　服　　屋 製　造　業 石毛新次郎 ? ? ヨソベエナカマ
50 谷　　　　　口 公　務　員 谷口かつ ? ? あ沈巌ナカマ
51 石　橋　新　宅 農　　　業 島田利右衛門， ? ? ゐち磁劫マ
52 石　　　　　橋 ? 島田安太郎 ? ? ゐ協筥フ違マ
53 ?
?
島田利雄 ? ? キヘイナカマ
54 惣　右　衛　門 ? 石毛総・達 ? ? 宮下ナカマ（新右衛門ナカマ）
55 新　　兵　　衛 ? 石毛正直 ? ? 著㌫召㌫カマ）
56 終　　始　　山 ? 島田昌雄 ? ? ⑫の分家
57 四　郎　兵　衛 会　社　員 島田四郎兵衛 ? ? （四郎兵衛ナカマ）
58 蕊右衛　門 ? 島田喜良 ? ? キヘイナカマ
59 公　務　員 伊藤　　明 ? ?
60 教　　　貝 松井悟郎 ? ?
61 蕊　　兵　　衛 農　　　業 島田喜美雄 ? ? 論鐘カマ
62 六郎右衛門 大　　　工 島田定治 ? ? イシバシナカマ
63 彦　　兵　　衛 鉄　　　工 島田静雄 ? ? （ピコベエナカマ）
64 彦兵衛ノウラ ? 島田和壽 ? ? 勘晶嘉ナカマ
65 市　右　衛　門 植　　　木 島田市瑛 ? ? ㊨協妄ナカマ
66 清　　兵　　衛 農　　　業 島田　　清 ? ? ピコベエナカマ
67 六郎左衛門 ? 島田弘一 ? ? あ蒜濠ナカマ
68 伊　　兵　　衛 ? 島田伊平 ? 新　田 ㊨蒜妄ナカマ
69 與　惣　兵　衛， ? 石毛美勝 ? ? （ヨソウベエナカマ）
70 高　　田　　や ? 加瀬　　伸 ? ?
71 佐　右　衛　門 ? 石毛正丑元 ? ? 轟協蒙マ
72 三　　　　　郎 ? 石毛敏一 ? ? 宮下ナカマ
73 佐次右衛門 ? 石毛恒文 ? ? 葛蕩蒙マ
74 石　　　　　橋 ? 石橋捷二 ? ?
75 七　郎　兵　衛 ? 石毛清司 ? ? 宮下ナカマ
76 四郎右衛門隠居 ? 島田千代 ? ? ㊧饒カマ
77 四郎兵衛　新宅 ? 島田良一 ? ? キヘイナカマ
78 八　　　　　木 ? 向後丁左衛門 ? ?
79 八　　兵　　衛 ? 石毛正雄 ? ? 葛碗カマ
80 八　左　衛　門 ? 石毛勝夫 ? ? 騙鶴マ
81 忠　　兵　　衛 ? 石毛　　晟 ? ? 宮下ナカマ（忠兵衛ナカマ）’
82 三　　郎　　店 無　　　職 石毛博高 ? ? ⑫の分家
83 板　　　金 石毛三男 ? ? ⑳の分家
84 平　野　大　工 大　　　工 平野福太郎 ? 川　向 宮下ナカマ（新）
85 土　　　建 島田経二 ? ? ⑰の分家
86 定　右　衛　門 農　　　業 石毛一郎 ? ? 宮下ナカマ
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3　倉橋の空間構成
家番号 屋　　　号 職　　業 世帯主名 檀那寺（宗旨） セコ名 ナカマ（本・分家）関係
87 権　　兵　　衛 農　　　業 石毛代吉 賓寿院慎言宗） 川　向 葛協㌘
88 横　　　　　丁 ? 石毛　　茂 ? ? （横丁ナカマ）
89 平　左　衛　門 運　転　手 島田太一 ? ? アラクナカマ（・μZ，衛門ナカマ）4口の分京
90 嘉　　兵　　衛 農　　　業 石毛昂之助 ? ? 鶴ち㌘
91 太　　兵　　衛 ，” 島田賢司 ? ? アラクナヵマいP左衛門ナカマ）
92 横　丁　新宅 ? 石毛孝夫 ? ? 8蕩豪マ
93 與　　兵　　衛 ? 島田與一 ? ? アラクナカマ（、ドノ、衛門ナカマ）の分京
94 市　　川　　屋 会　社　員 島田英司 ? ? 平左衛門ナカマ
95 ? 川島トシ ? ? 横丁の身内
96 ? 小鷲ふみ ? ? 銚子屋身内
97 あ　き　ら　や ? 石毛公平 ? ? アラクナカマ（平左衛門ナカマ）
98 七　　兵　　衛 農　　　業 石毛俊治 ? ? 宮下ナカマ
99 銚　　子　　屋 ? 石毛丈久 ? ? 駆㌃蒙マ
100 土　建　業 山口光雄 ? ?
101小　左　衛　門 農　　　業 石毛誠一 ? ? 鶴ち㌘
102あ　　ら　　く ? 島田　　一 ? ? 平左衛門ナカマ（アラクナカマ）
103川　　　　　端 物品販売 島田　　勇 ? ? 鵬畜’鶴ヵマ）⇔の分京
104 国　　　鉄 飯島利夫 ? ? 宮下ナカマ
105 無　　　職 山下原治郎 ? ?
106 農　　　業 島田　　瑛 ? ? アラクナカマ








































































































































































































家番号 世帯主名 呼称及び祭神 屋敷内の位置 社の形態 備　　　考
46 嶋田昭一郎 ウヂガミ 屋敷地に続く西北の裏山 石祠（2）
52 嶋田安太郎 ウヂガミ 東北 ワラ宮
56 嶋田昌雄 ウヂガミ 西北 ワラ宮 正月にお供えをする。今は痕跡がない。
58 嶋田喜良 ウヂガミ 西北 石　　祠 20年前ここに移転するまではワラ宮。
61 嶋田蕊美雄 ウヂガミ 西北 石　　祠 昭和46年まではワラ宮
62 嶋田定治 ウヂガミ 西北 石　　祠
63 嶋田静雄 ウヂガミ備生） 西北 木製小祠 元は屋敷地に続く北西裏の藪の中に祀っていた。
65 嶋田市瑛 ウヂガミ｛罐嬬 西北 石祠（2） 面足大神の石祠は昭和19年の銘入。
66 嶋田　　清 ウヂガミ 北 石　　祠























































地点番号 地　　　名 地目 面　　積 備　　　　　　　考
A家（下瀬古・専業）水田1町1反5畝　畑1町4反6畝　山林1町2反
Al大　　　　　塚 畑 8反 2反5畝　昭和初期購入
A2上　　　　　の 畑 3反
































































































































































































































































































































































































































































虫　祈　薦 ? 5／27 Oib　l　　l 元は南北2ヶ所の田圃で行なっていた。
?
? 7／13～16 　l　　lOii法願は御前と新盆の家々を廻る。
施　餓　鬼 ? 7／20 　1　　；Oii








庚　申　講 講　　　　宿 1／239／23 青年
…：　i
iOil　　：





出羽三山 講　　　　宿 年3～4回 50才前後で三山詣でをした男
　1　　：Oii今は料理屋を使うことが多い。
富　士　講 ? ? 17才前後で富士詣でをした仲間
　：　　：Oii ?
西　　　国 ? ? 30才台で伴に西国巡礼に赴いた者
　：　　10ぶ ?





十九夜講 宝　　寿　　院 毎月19日 おばあさん 　l　　lOi℃　：　　1
延　　　講 ? 毎月24日 ? 　1　　：Oi　iO　l　　l
｝　ぷ隔股替　兀は南北別々に行なっていた。
二十三夜講 講　　　　宿 毎月23日 ?
l　　l
iOi；　　1
子　安　講 ? 1／25 主婦・嫁
　；i　liOi 初孫の生まれる1，2ヶ月前の戎の日に安全を願って
町内の婆さん連、親類を招待。信心子安講という。
天　神　講 ? 1／25 男女小学生
　：l　　I
iOil　　： もとは毎月していた。しかも男子に限ら
れ中学生も参加していた。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　倉橋の空間構成
麦念仏・虫祈禰といった農耕儀礼にまでかかわっている。さらに新築時のわだまし念
仏，葬式時の念仏といった臨時の行事にも関与しているのである。かつては45歳に
なると講に加入したものとされるが，現在の講のメソパーは男11人，女30人でいず
れも67歳以上の人達である。このうち導師となりうる熟練者2人を2年任期，毎年
交互に1人ずつ選出して法願と称している。この法願は諸行事で導師を勤める他，春
秋の彼岸及び盆の棚まいりに際し，御前の伴をして各家を廻らなければならず，さら
に葬式の時は野辺送りの準備をするなど，念仏講における中核的存在となっている。
念仏講における行事の多くは臨時のものを除いてほとんどが宝寿院で行なわれるもの
であるが，百万遍念仏は村中を巡る形で行なわれるものであり，麦念仏・虫祈薦とい
った農耕儀礼についてもかつては田や畑で行なわれたものである。百万遍念仏は，法
願1人が鉦を打ち，もう1人が「光明遍照十方世界念仏衆生摂取不捨」と唱え，講員
が「ナンマイダ，ナソマイダ」と唱和しながら数珠繰りをし，宝寿院を起点に仲才→
台→新田→川向→下瀬古の順に全戸を廻って寺へ戻ったものという。一方麦念仏は台
の芝と南の芝との南北2ヵ所の畑で莚を敷いて行なったものであり，虫祈薦について
も新の沢と御飯の前というように南北各1ヵ所で，5色の御幣を立てて念仏を唱えた
ものである。ここでは百万遍念仏の巡廻順と農耕儀礼における南北2ヵ所での行事の
執行といった2点に留意することとし，次いで同行講の内容に立ち入ることにしよ
う。
　同行講には17歳前後の男子が行なう富士詣でと30歳前後の西国巡礼，及び50歳前後
の壮年男子による奥詣り（出羽三山詣り）とがあり，これらは参詣を済ませた後も輪
番制の講宿に年数回集まり，飲食を中心としたつき合いを続けているのみならず諸々
の祝事に際しても招待することを習わしとしている。とりわけ三山講については葬式
時必ず会葬するものとされている。倉橋では若衆組の年齢階梯制が厳格であるが，そ
れに対応して同行講も同年講的性格を有していることが特徴といえる。ところで奥詣
りを済ませた者は翌年の7月21日から5日間，行屋と称する行事に参加しなければな
らない。倉橋には行屋の建物そのものは存在せず，宝寿院にシメを張り巡らし，本尊
とボソデソに御飯を供え，宝寿院で風呂に入った後行衣に着替えて行屋入りをする。
以後1日2食の精進料理と念仏三昧，そして前の川の八水神における早朝の水浴びと
いった生活を送る。近年は先達のみ当初より参加し，残りの人は中日以降，もしくは
最後の日のみ参加となり，念仏講のメソバーが代行している恰好になっている。
　以上はムラヤクとして行なわれる講の行事であるのに対し，残りはセコ毎あるいは
南北に分かれて行なわれていたものである。このうち庚申講と津島講は同年齢層の行
29
　村落の空間論的把握に関する事例的研究
事で，しかも日程が近寄っていることから合併してしまった。津島講とは岩井の滝山
龍福寺の不動へ代参するものである。十九夜講と延講はかつて南（宝寿院）と北（高
峯庵）で行なわれていたものだが，高峯庵が廃寺になったためか以後合併して宝寿院
で毎月交替にて行なわれるようになった。ムジソ講とは猿田彦命を祀るものでセコ毎
に講自身は組織されている。しかし行事そのものは5セコ合同で行なうという特異な
形の講である。つまり，頭屋はセコ毎に順送りであるにもかかわらず，頭屋は全て宝
寿院に集まってサソダワラに御幣を立ててご神体とし，御前に拝んでもらった後申し
送りをし，次の頭屋が各自の家に持ち帰って神棚に祀るというものである。現在この
行事を15日の一日で済ませてしまうが，かつては頭渡しが前日でその翌日に会食をし
たものという。今は御神体についてもサソダワラによるものから木製の箱宮に変わ
　　　　　　　　　　10m
口石塔
＆｝土顯
図8　台町墓地（埋墓）測量図
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3倉橋の空間構成
り，しかもこれを家に持ち帰らずに宝吉院にそのまま置いてきてしまうという有様で
ある。
　d　通過儀礼
　倉橋は両墓制であり埋墓をオハカ，詣り墓を石塔場と称している。オハカは台町と
南のとの2ヶ所にあり，石塔場は宝寿院と角折庵にある。埋墓にせよ石塔場にせよナ
カマ単位にまとまっており，そうした様子を台の埋墓の図面によって窺がって見よ
う。入口の中央にはロクドウなる長方形の石畳，そして入口左手に延宝4年銘の地蔵
尊があり，この入口周辺には最近の入村者の墓が立ち並ぶ。奥へ通ずる1本の道を挾
み両側に各々ナカマ単位に土饅頭が続く。奥に一段高い個所があり，ここはかつて奥
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（18）詣りを済ませた行者に限って埋葬された地域に当たる。昭和50年に行者嶋田伊兵衛氏
を埋葬したが，それ以前からこうした風習は崩れていた。最奥部には第2次世界大戦
の戦没者が埋められ，大塔婆が3本立っている。所々に石塔が目につき，文化年間か
ら昭和42年のものまで存在する。古いものは小型の石塔もしくは地蔵尊，三山供養塔
であるが，近年になると大型になっている。この場所への石塔建立は避けるとの申し
送りになっているがあまり拘束力はなく，共同体規制の弛緩を如実に示している。墓
上装置は板塔婆の他，ツエ，ロッカクを上から刺し，花・膳が供えられている。戒名
図9　台町の墓地（埋墓）
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　村落の空間論的把握に関する事例的研究
や枕飯の類は埋葬の時埋めてしまうものである。大型の角塔婆は三十三回忌に立てら
れたものである。なお，無縁墓が1基あり，これはやはり特殊視されて道路を挾みオ
ハカの外側に築かれている。
　台町のオハカの様相は以上の如くである。次いで葬送習俗について簡単に触れるこ
とにしよう。病人は通常ロクジョウに南向に寝かしておく。死んでも子供や親しい人
が死顔を見るまでは病人扱いとし，衣類も替えず放置しておく。対面が済むと初めて
敷布団をはずしてコザの上に寝かせて北枕とする。そうして顔に白い布をかぶせて胸
には刃物を置く。これらは近親者が行ない，近所の人なりナカマが触れをして廻る。
現在葬儀はセコ単位で行なっており，委員長は組長がなる。先ずセコの戸主が集まっ
て日程・役割分担を決める。大抵寄り合いのあった日が通夜，翌日が葬式となる。通
夜の時は宝寿院より十三仏の掛軸を借り出し，死者の頭の上に吊って拝む。これでや
っと死者が仏になったという。葬儀の役割は洗湯2名，帳場3名，壇具（寺から道具
を借りる役）2名，クラホリ師2名（うち1名はナカマ），塔婆2名（うち1名はナ
カマがなる），天蓋1名，茶水1名（副導師），大傘1～3名となっており，これらの
役はナカマか近所・親類の者が当る。炊事についてはナカマの婦人が行なう。なお，
クラホリ師と塔婆の4名は棺かつぎともなる。死体を棺に入れるのは葬式の朝で，ニ
ッカソ（寝棺）が縄のタスキ及び帯といった出立で棺に入れる。死装束は白嬬衿に手
甲・脚半・三角巾をつけ，三角袋に五穀と六文銭を入れたものを身につけてやる。ニ
ッカソはごく親しい友人がなり，死体を敷いたゴザをセコ毎に定められた場所（図7
参照）に持って行って焼却する役と湯灌の役も負うている。そしてこのニッカソにつ
いては年忌供養の折必ず招待されることとなっている。棺が出立すると箕の古いもの
の中にカマドの灰を入れ，天蓋を作った残骸ともども角折庵のそばに捨てる。葬列は
下瀬古の場合は必ず角折庵の前の道を通り，宮下ナカマの場合は必ず本家の前を通っ
てオハカへ赴くものとされている。オハカではログドウを3回左に廻ってから安置し
て後埋葬となる。翌日は四十九堂詣りと称して，子供や親類の者は供養のため戒名を
記した紙札を持って近辺の寺堂に貼って廻る。しかし，四十九堂詣りとはいえ実際は
祖ヶ塚の地蔵尊と岩井の龍福寺の2ヵ所を廻るだけである。倉橋には現在黒不浄に伴
なう別火の風習はないが，強いて言えば竈の灰云々の作法がその名残りといえよう。
なお，石塔は現在「何々家先祖代々の墓」として一括して建立される傾向にあるが，
かつては個人毎に建立したもので三十三回忌を済ませると立てることになっていた。
　婚姻及び産育習俗であるが，婚姻は親が決めるものとされて見合はおろか面通しを
することも少なかった。仲人は知人・ナカマ等がなり，縁談が成立すると内樽を入れ
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ると称してその家の者と仲人とで飲む。結納は仲人ともらい受ける側の父親が出向
き，日取りもこの時決める。嫁入りの朝，荷ガマといって嫁方より杁2個及び魚，酒
等の荷を運び嫁方の座敷に飾る。次いで仲人と婿侍（一番近い親戚の者がなる）1
人，提灯持（子供がなる）2人と親戚代表と婿とが連れ立って嫁の家まで出向き，そ
の場で三三九度の盃をくみ交わす。これが終わると嫁の出立となるが，出立の作法
は，嫁が座敷から外へ出る時働き手がチョッポリ笠を高島田の上にかぶせる仕草をす
るのである。また嫁ぎ先に到着すると，この時はオモテから上がるのであるが，上が
る際に男女の子供が藁2把を束ね，半紙で巻いてミズヒキをかけたもので嫁の尻を叩
く。これを嫁のケツ叩きという。そうして嫁が先祖（仏壇）にお詣りをして正座する
と，三三九度を再び交わし，名披露目をし，謡を歌って会食となる。儀礼の席順は，
デイの奥に婿侍・仲人（男），婿，嫁，お着つけと称する嫁の姉，仲人（女）が並び，
ドゥジョウ（仏壇のこと）の前に婿方の親戚が並び，その対面に嫁方の親類が並ぷ。
座敷側の下手に婿・嫁と相対して婿方の両親が並ぶ。なお，婚礼の日から4，5日経
つと初泊りと言って婿方の両親が嫁を送って行き，嫁は一晩泊って帰る。帰る時は嫁
方の両親が送って来，この時初めて婿方の家を訪れることになる。
　出産は2人か3人までは実家で行なう。下部屋でスワラにもたれて座ったまま産
む。近所の器用な人がトリアゲバアさんとして介添する。ヘソの緒はタソスに入れて
おき九死に一生の時煎じて飲むという。後産はボッタ（ポロ布）に包んで墓に埋め
る。スワラは藁の小束21把を束ねたもので，21日のウブヤクまでこれを1把ずつとり
はずして行く。子が生まれるとウブヤクまでの間は別鍋で粥を食べる。最初の3日間
は梅と胡麻塩がこれに添えられるだけで，その後は味噌漬等が加わる。名前はすぐつ
けないと馬鹿になるといって直ちに仮名をつける。そうして三日産夜に本名をつけ，
それを半紙に書いた上で大神宮の下に貼る。近所，親戚の見舞はこの三日産夜が過ぎ
てからのこととされる。ウブヤクの21日目には姑が連れて宮詣りに赴く。この時男児
には黒墨で十の字を，女児の場合は紅で十の字を額に書く。75日が過ぎると嫁は宝寿
院の子安様にお詣りに行く，110日目の食い初めには混ぜ御飯を作って親元を招く。3
歳乃至は7歳で帯とき，長男に限っては十五祝いと称して羽織・袴をはかせ，やはり
親類・近所を呼んで振舞う。なお，歌いぞめで若衆入りをし，また女は縫針・機織が
できて初めて一人前として認められた。ところで産婦が死亡すると川灌頂といい，桐
山の通称川灌頂なる場所で川の中に塔婆を立てて供養する。この場所は前の川が地理
的村境から外へ流れる最下流に位置する。一方八水神の祀られている場所もザソゲあ
るいは川灌頂との地名を持つが，ここは行屋の際に水浴びをする場所になっている。
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6）方位・方向
　倉橋における儀礼には百万遍念仏，オダイハソニャ，あるいは祇園まつりにおける
神輿の渡御等村中を巡廻する行事が数多く認められ，しかもその巡廻の経路は明確に
定められていた。すなわちオダイハソニャでは高峯庵のある川向→下瀬古→仲才→台
→新田の順であり，百万遍念仏は宝寿院のある仲才に始まり台→新田→川向→下瀬古
と巡廻し，御前の新盆家庭の巡廻順も下瀬古→仲才→台→新田→川向の順であった。
これらから気づくことは，起点は異なりこそすれいずれも右廻りに巡廻しているとい
うことである。舐園まつりにおける神輿渡御と台町におけるムジソ講の頭屋順を繕き
つつより詳しく眺めてみることにしよう。神輿が一定の地域を廻る場合，神が自己の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（19）領域を検分するといった側面を持ちその範囲は居住域に他ならない。祇園まつりの神
輿出立に先立ち，笛・太鼓のみ水神社に赴き，いよいよ出立となる。先ず信徒総代の
待ち受ける宝寿院に立ち寄った後仲才へ廻り●印のあたりで休憩となる。そして家番
号29の前まで出向いて引き返し，台町の富田屋の前で休憩する。ここでまた笛・太鼓
のみ天神社と稲荷社を訪れる。水神社のそれと合わせこれらを三社詣りと称してい
る。それが済むと新田へ行き●印の休憩所で休み，川向でも同様。最後に下瀬古を廻
って神社へ戻る（図10）。なお休憩地には竹を4本立てシメナワが張られている。一
方台町におけるムジソ講の頭屋順も図11に見られように右廻りとなっている。家番号
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　58と59の移転があり順
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　番には多少変更が認め
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　られたけれど大勢に影
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　響はない。倉橋では右
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　廻りのことを「陽廻
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り」といい，逆に左廻
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　りを「ジャソボソ廻
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り」といって忌み嫌
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　う。ジャソボソとは葬
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　儀における鉦・太鼓の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　音をもじったものであ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るが，葬儀に際してロ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クドウを廻る場合左廻
　　　　　　　図10舐園まつり神輿渡御順　　　　　　　　　りをすることに由来す
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る。但し台町の場合は
右廻りであった。「陽
廻り」とは言うまでも
なく南面した時の太陽
の運行を念頭に置いた
命名である。
　次いで南と北の問題
に移ろう。倉橋の集落
は前の川を挾んで南と
北に分断されている。
現在見る限り南北の対
抗関係はほとんど認め
難い。しかし，南北に
おける埋墓の存在，及　　　　　　　　　図11台町のムジン講宿順
び南北の田畑における麦念仏，虫祈祷の執行はすこぶる示唆的であるといえよう。さ
らに十九夜念仏講及び延講にしても南と北の両地区が別途に行なっていたものだっ
た。実際現在宝寿院に保管されている延さまの掛軸には，
　野州下延生村延生山城興寺　ノブ様南　安政六未年仲文
と記されているのである。また，現在は葬儀をセコ単位に行なっているが，古くは北
と南を単位として行なわれていたとも伝えられ，村役の選出に当たっても区長が南か
ら出れば区長代理は必ず北から出るとの取り決めがあって今でもそれが循守されてお
り，ある時期倉橋の社会生活が南北を単位とする形からセコを単位としたものへと移
行したものと考えられる。想像を逞しくして言えば次の如くである。ほぼ元禄前にア
ラクナカマのうちの嶋田ナカマが川向に入村した。下瀬古の石毛ナカマ（アラクナカ
マのもう一つの分派）がこの後から入村した嶋田ナカマと密接な関係があったとすれ
ば，当時は仲才を中心とする南と台を中心とする北とに分かれていたものと思われ，
延さまの掛軸に記載されている「ノブ様南　安政六未年仲支」は南イコール仲才を意
味するものに相違ない。ところが嶋田ナカマ，石毛ナカマの経済的自立と村組の構成
戸数における適正規模等々により，南北を単位とするものからセコを単位とした社会
生活へと変わったものと考えられる。
　なお，「倉橋区諸帳簿引継目録」昭和18年の項に「南常会長」「北常会長」なる語が
登場する。常会長とは現在の区長に当たるが，この場合南北両地区から選出するもの
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ではなく，南常会長は区長に当たり，北常会長は区長代理に当たるという。すなわち
南と北という方向を示す語彙が地位の優劣関係を示す社会的記号として用いられてい
るのであり，北よりも南が優位のものと意識されていたことがわかる。千葉家文書に
窺われるように，神社・寺院の諸行事の掌握はほとんど南の居住者によってなされて
いたのであり，こうした南と北の社会的位置関係が，南と北といった社会的記号の中
にも示されているものといえる。
　また，倉橋では本家をオモテと言うのに対して分家をウラと呼び習わしており，上
下・前後・左右・高低といった語彙が単なる位置関係を示すのに対し，表と裏といっ
た語彙が南北同様社会的記号として用いられていることがわかる。
4　結　語
　倉橋の空間構成について要素毎に個別に検討を加えてきたが，村落領域全体の空間
構成，セコ（村組）単位の空間構成，及び方位・方向認識といった三つの視点から整
理し，結びとしたい。
　倉橋のやや南寄り，ほぼ中央に産土神社としての水神社と宝寿院とがあり，それを
　林・　酎田　　未
　　耕
　　｛x三
　　域
・
麟’・
図12　倉橋の村落空間構成模式図
囲むように環状に道路が巡らされている。さ
らにこの環状道路を起点に道路は東北，西
南，西北，東南へと放射状に伸びる。居住域
はこの環状道路の内側と外周とに限定され，
各セコは環状道路と放射状に伸びる道路の接
点を中心にまとまり，新田のみやや北外側の
道路沿いに並ぶ。この居住域の外側に耕作域
が広がり，台地は畑として，また台地をえぐ
る谷沿いの土地は水田として利用され，田と
畑の間の傾斜地及び耕作域の外側を未耕作域
が占める。そして放射状に伸びる4本の道路
の，各セコの外側に塚や墓地があり，道陸神
等の石塔が立つ。またこの位置はシメハリが
行なわれる場所でもあり，社会的村境は居住
域の外側に形成され居住域と耕作域を区画し
ているものといえる。但し，北部地域につい
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ては，耕作域をよぎって東西に走る街道に沿う場所で，しかも居住域へと通ずる位置
にやはり塚，石塔が分散的に分布し，南部地域とはやや様相を異にする。いうなれば
北部地域については居住域を中心に，シメハリの位置と，これら塚・石塔を結ぶ位置
と二重に社会的村境が設定されたものと考えることができる（図12参照）。このこと
は人の出入の激しい街道の存在と，未耕作域が北側に広く展開し，しかも開発が遅く
まで行なわれなかったことに起因し，外野及び内野を区画する堀形による防衛ライン
が二重に設定されていることと対応するものと考えられる。ムラの入口はシメハリの
場所，石塔・塚の位置から見ても数えきれないが，中心となるのは東北から西南へ伸
びる道路軸の道陸神の立つ位置と見てさしつかえない。南部は塚・石塔の集中する位
置であり，しかもシメハリの行なわれる場所とも一致し，日常交流地としての飯岡へ
通ずる道路上にあること，また「南」を中心とした方位観からみてもここを表口と考
えることができる。一方裏口は居住域から銚子街道への出口にある道陸神の場所に当
る。先に述べたように倉橋本来の村組数は南と北の2つであり，この組の数と村の出
入口の数は合致しており，原田の「村の入口とその数とはその村の組織と密接に関連
　（20）
する」との仮説を裏付ける結果となった。
　一方セコ毎の地理的境界は現在のそれについては存在しない。しかしかつては居住
域の中央を東西に流れる河川により南北に分断されていた。社会的境界については，
講あるいは冠婚葬祭の村つき合いの基礎単位は地縁集団としてのセコであり，また虫
送り，精霊流し，葬儀におけるゴザ焼却場所が各セコ毎に居住域の外側に設けられて
いる（必ずしも倉橋全体としての居住域の外側に設けられていない）ことから，一往
セコ毎に存在するものと見られる。しかし，前者について言えば，ナカマつき合いは
他のセコへ転出したとしても継続されるものであり，ナカマを媒介とするつき合いは
セコの範域を超越する。またセコの範域毎の生活を統合するのが念仏講の行事であ
り，また若衆組を中心とする八阪神社の祭りに他ならず，こうした行事のセンターと
なる宝寿院と産土社が村落統合のシソボルといえる。
　方位及び方向認識に関しては，住居の構え及び循環方向より南志向が強い。また，
これと関連して南北なる語彙には社会的意味づけがなされており，南が優位なものと
意識されている。こうした認識は，かつて倉橋が南と北の地区単位に生活が営まれ，
しかも一時期南が社会的にやや優位であったことを投影しているものと考えられる。
　なお，福田の村落領域に関する三重の同心円的構成理論との関連でいえば，関東平
野の台地に立地する集村としての倉橋の空間構成は，ほぼこの理論に沿うものといえ
る。
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〔付記〕本稿の執筆に際しては，千葉県海上町史編纂委員長川名登氏及び同編纂室の
方々より格別の配慮を賜わり，倉橋区の石毛才一郎，嶋田静雄両氏には何かとご教示
いただいた。また，台町墓地及び嶋田静雄家の測量と実測図作成に当たっては，明治
大学考古学教室の星龍象，戸内豊，黒住和彦，西山克巳各氏の手を煩わした。末尾な
がら記して深謝致す次第である。
尚，本稿で使用した地図は海上町作成にかかる一万分の一の地図をベースにしたも
のである。最後に本稿は文部省科学研究助成費（総合研究A）「日本人の民俗空間認
識に関する総合的研究」（代表者・坪井洋文）の研究成果の一部であることを付け加
えておく。
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4　結 語
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